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令和8年度から
休日の中学校部活動は地域クラブ活動へ移行します
　少子化の影響で中学校の部活動は部員数の確保が年々難しくなり、また、教職
員の働き方改革を進めるうえで、中学校だけでは部活動を十分に運営することが
困難になってきています。
　そこで、市・学校・地域と協力して、中学生がスポーツや文化活動を続けられ
る新しい仕組みをつくっていく必要があります。それが、国が進めている部活動
の地域移行（地域展開）です。8年4月からは、休日（土・日曜日、祝日）の活動は
部活動ではなく、地域クラブでの活動になります。

8年度から平日の部活動はどうなりますか
平日は、今までどおり各中学校で活動します。

参加費はかかりますか
7年度は、地域クラブ活動に移行するモデル事業のため、参加費などはか
かりません。8年度からは、一定の参加費（年会費・月会費）が発生します。
※参加費用や、免除減免などについては、現在検討しています。

地域クラブ活動の活動場所はどうなりますか
基本的には拠点校を中心に活動します。ただし、複数の学校の生徒が参
加しているため、生徒の移動の負担を考慮しながら、計画的に活動場所
を設定していきます。

よくある質問
●中学校部活動（平日の活動）

参加者 各中学校の生徒

指導者 中学校の教職員、地域人材（部活動指導員・外部指導者など）

活動場所 当該校の施設

活動日 平日。週4日程度

●地域クラブ活動（休日の活動）
参加者 市内の生徒が拠点校を中心に活動

指導者 地域クラブ活動指導員（兼職兼業の教職員や、地域の方々）

活動場所 拠点校を中心にした学校施設や公共施設など

活動日 休日（土・日曜日、祝日）。月4～ 5日程度。大会にも出場
できます

令和7年度の地域クラブ活動モデル事業
　市は、5年度から拠点校方式（※）でモデル事業を行い、地域クラブ活動への移
行を進めています。7年度は、以下の部活動が地域クラブ活動として休日の活動
を行っています。

■拠点校方式 …自分の中学校に希望する部活動がない、部員数がそろってい
ないなどの場合、市が指定した拠点校を中心に、複数の中学校の生徒が参加して
一緒に活動をすることです。一つのチームとして、大会にも参加しています。

種目 拠点校（★印）・参加校　※7年7月現在

軟式野球 ★藤代南中学校・取手第一中学校・藤代中学校
★永山中学校・取手第二中学校・戸

とがしら
頭中学校

バスケットボール（男）★藤代南中学校・藤代中学校

バスケットボール（女）★藤代中学校・藤代南中学校

バレーボール（女） ★藤代南中学校・藤代中学校

柔道（男・女） ★藤代中学校・取手第一中学校・取手第二中学校

剣道（男・女）
★藤代南中学校・藤代中学校
★取手第二中学校・永山中学校
★取手第一中学校

空手道（男・女） ★取手第二中学校

吹奏楽 ★取手第二中学校
★藤代南中学校

※市内の中学生は、どのクラブへも参加可能です。各クラブに参加希望の方は、
スポーツ振興課へご相談ください。

　国や県のガイドラインに沿って、取手市部活動地域移行推進協議会を令和
5年に設置しました。委員は、市スポーツ協会、市スポーツ少年団、総合型
地域スポーツクラブ、市中体連、市Ｐ連、部活動顧問、学識経験者、文化芸
術団体、市教育委員会職員など14人です。協議会では、今後の活動方針な
どを協議しています。

取手市部活動地域移行推進協議会を設置

部活動と地域クラブ活動の違いは?
（令和8年度から）

市ホーム
ページ

　国や県のガイドラインや、「取手市の部活
動地域移行」の動画を公開しています。

詳細は市ホームページをご覧ください
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部活動の地域移行（地域展開） 問 スポーツ振興課☎内線3154


